
 

キリン 

 

1.キリンホールディングスの代表取締役及び役員の異動 

(1)異動の理由 

キリングループは、「食と健康」領域において、これまで進めてきたグローバルでの成長戦略を発展 

すべく、2012年に長期経営構想「キリン・グループ・ビジョン2021」(略称:KV2021)を策定し、「ブラ 

ンドを基軸とした経営」を中核に据えて、グループ全体の持続的な成長の実現に向けて各地域での自律 

的な事業展開を推進している。 

2013年からの中期経営計画では、KV2021実現に向けた第1ステージとして、日本綜合飲料事業の再成長 

を中心に、グローバル展開地域の成長ステージに応じた成果創出に向けて取り組んできた。 

この度、KV2021実現の次なるステージに向けて、次期中期経営計画を策定・実行するにあたり、グルー 

プ全体及び日本綜合飲料事業の変革を一体となって進め、より強力かつ迅速に今後の成長とさらなる発展 

を実現するために、新たな執行体制の導入含む、グループ経営体制を変更する。 

 

 



 

 

 



 

 

1.変更の目的 

キリングループは、2012年に長期経営構想「キリン・グループ・ビジョン2021」(略称:KV2021) 

を策定し、「ブランドを基軸とした経営」を中核に据えて、グループ全体の持続的な成長の実現 

に向けて各地域での自律的な事業展開を推進している。 

この度、グループ全体の経営資源の配分を担うキリンホールディングス株式会社と日本綜合 

飲料事業を牽引するキリン株式会社をよリー体的に運営する経営組織体制へ変更することによ 

り、グループの戦略的資源配分の意思決定を機動的かつ適正に実現するとともに、最重要課題 

である日本綜合飲料事業の再成長にスピード感をもつて取り組み、KV2021実現をより確かなも 

のとしていく。 

2.具体的な変更内容 

① キリンホールディングス及びキリンに新たな執行役員制度を導入。 



 

一部を除き、キリンホールディングスおよびキリン取締役は自社執行役員を兼務し、さらに 

両社間で執行役員を兼務することで、一体的かつ機動的に運営する執行体制を作り、意思決定 

と執行を緊密に連携させるとともに、最優先課題である日本綜合飲料事業の再成長を推進。 

なお、キリンホールディングス執行役員は、グループ全体戦略の策定に参画し、事業又はグルー 

プ各機能の業務執行の責任を負う。一方、キリン執行役員は、日本綜合飲料事業戦略の策定に参 

画し、各機能または同社の統括する事業の業務執行の責任を担うものとする。 

② 海外綜合飲料事業の強化のため、ブラジルキリン及びキリンホールディングスシンガ 

ポールについて、キリンホールディングスに担当執行役員を設置。 

③ 併せて、監督機能の強化を図るため、社外取締役を1名増員し、3名とする。 

3.変更時期 

2015 年3月末予定 

 

 


